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平成26年度社協事業計画・予算
赤い羽根地域支えあい助成事業　募集
地区社協紹介 vol.5
あなたの寄付で支えあい
エコキャップ収集
新人職員の紹介

この広報紙は赤い羽根共同募金助成金・福祉基金・
善意の募金配分金の一部を使用して作成しています。



Ⅰ 本会経営理念

Ⅱ 基本方針

「みんながしあわせに暮らせるまちづくりを　みんなですすめます」

　少子高齢化の進行、生活様式の変化、地域や家族のつながりの希薄化に伴い、地域社会を取り巻
く環境は大きく変容し、ひとり暮らし高齢者や認知症高齢者の増加、社会的孤立、経済的な困窮、
虐待など住民が抱える生活課題は複合的かつ深刻化しています。このようななか、「誰もが安心して
暮らせる福祉のまちづくり」を使命とする社会福祉協議会には、地域住民一人ひとりの生活課題を
早期に発見し、深刻化させないための重層的な支援や支え合いの仕組みづくりが求められています。
　本会としては、「みんながしあわせに暮らせるまちづくりをみんなですすめます」の経営理念のも
と、住民相互の助け合いである「地域の福祉力」を高め、各種の事業活動をとおして地域・家庭・
個人が抱える課題の解決を図っていきます。
　特に今年度は、住民と協働して取り組む地域福祉推進のための行動計画である“地域福祉活動計画”
完成の年であり、策定を通じて浮き彫りになった地域福祉課題の解決に向け、個別支援や社会資源
の開発を意識しながら、地域住民の支え合いと制度・施策の横断化を構築し活動を展開していきます。
　介護保険法や障害者総合支援法による福祉サービスについては、住民の「地域で安心して暮らし
続けたい」という思いを支える包括的ケアシステムの視点に立った総合的な支援展開が求められて
います。
　多様なサービス供給主体があるなかで、地域福祉の推進主体である社会福祉協議会としての役割
を再認識し、効果的・効率的な経営をめざします。

　平成26年度　社会福祉法人 五條市社会福 祉協議会　事業計画・予算（概要）

Ⅲ 事業実施計画

社会福祉活動の振興
（１）広報啓発活動
（２）地区社会福祉協議会の基盤強化と活動支援
（３）各種調査活動、福祉課題の把握
（４）ボランティアの発掘、育成、助長
（５）福祉教育の振興
（６）小地域ネットワーク事業の推進
（７）日常生活自立支援事業(地域福祉権利擁護事業)の推進
（８）在宅福祉サービスの充実強化
（９）生活福祉資金貸付償還事業
（10）社会福祉関係団体への協力援助
（11）共同募金事業
（12）各種団体等の運営
（13）奈良県社会福祉協議会への運営協力と連携協働
（14）その他必要と認める事業

生活課題を深刻化させないため
には、「早期発見」や「みんなで支
える多様な支援」が必要だね。
そこで、社協はさまざまな福祉
事業や「地域福祉活動計画策定」
を通してそれを考えていくよ。

今年度の計画を

ワンポイント解説！！

2社協だより『ふれあい』　109号「社協」は、社会福祉協議会の略称です。



五條市の現状分析
▼

地域課題の把握
▼（現在）

活動計画の策定
▼

計画の周知・実行

… 平成２６年度　予算…
（単位：千円）

収入の部 支出の部
科　目 予算額 科　目 予算額

事業活動収入 (A) 153,848 事業活動支出 (E) 157,942

　会費収入 5,207 　人件費支出 125,784

　寄付金収入 5,163 　事業費支出 18,113

　経常経費補助金収入 49,878 　事務費支出 1,784

　受託金収入 34,509 　共同募金配分金事業費 2,730

　事業収入 1,085 　分担金支出 259

　介護保険事業収入　 51,591 　助成金支出 9,127

　障害福祉サービス等事業収入 5,023 　負担金支出 145

　受取利息配当金収入 1,268 　 　

　その他の収入 124 　 　

施設整備等収入 (B) 0 施設整備等支出 (F) 0

その他の活動収入 (C) 3,176 その他の活動支出 (G) 8,940

前期末支払資金残高 (D) 9,858 　 　

合　計 (A+B+C+D) 166,882 合　計 (E+F+G) 166,882

　平成26年度　社会福祉法人 五條市社会福 祉協議会　事業計画・予算（概要）

会の運営と組織基盤の確立強化

（１）理事会、評議員会等の開催

（２）経営改善計画の実行

（３）住民会員制度の加入促進

安定充実した各種財源の確保と運用

（４）苦情処理に関する規程の運用

（５）職場内研修の推進と職員資質の向上

※（６）地域福祉活動計画の策定

障害者へのサービス(障害者総合支援法)の経営
（１）居宅介護事業（ホームヘルプサービス）
（２）特定相談支援事業（計画相談支援）

介護保険事業(介護保険法)の経営
（１）高齢者へのホームヘルプサービス
（２）介護サービス計画(ケアプラン)の作成
（３）要介護認定調査の受託
（４）サービス向上の取り組み

※地域福祉活動計画の策定に向けて
　昨年度から取り組んでいる地域
福祉活動計画づくりは、アンケー
ト調査や住民福祉懇談会等を通じ
て、五條市の現状や地域の福祉課
題の把握と整理を行いました。
　その結果をもとに今年度は、地
域福祉活動を推進するためには何
が必要かを考え、取り組むべき活
動を計画としてまとめていきます。

受託事業の運営

（１）ひとり暮らし老人等見守り支援事業
（２）障害者生活介護事業(デイサービス)
（３）生活管理指導員派遣事業
（４）五條市立福祉センター指定管理者運営
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五條東地区社協 須恵岡口地区社協
会長：山本　健彦　氏

【どのような地域ですか？】
◎人　　口：773人
◎世 帯 数：416世帯
◎自治会数：６自治会
◎高齢化率：28.42％
（人口に占める65歳以上の割合）

【どのようなことをしていますか？】
◎主 な 活 動：給食サービス、ふれあいの集い、地

区内清掃ボランティア活動など
◎活動の特徴：
　地域のつながりや助け合い意識が薄れるなか、
地域の方たちがともに助け合って生活ができる関
係になれるよう、交流事業やボランティア活動を
中心に活動しています。

　現在は、地域の清掃ボラ
ンティア活動が定着してお
り、これからもさまざまな
活動を通じて、地域の方々
の交流を深める手助けをし
ていきたいです。

会長：内海　保夫　氏
【どのような地域ですか？】
◎人　　口：1,083人
◎世 帯 数：533世帯
◎自治会数：17自治会
◎高齢化率：44.19％
　（人口に占める65歳以上の割合）

【どのようなことをしていますか？】
◎主 な 活 動：サロン活動、敬老会、給食サービス、

各種募金への協力など
◎活動の特徴：
　高い高齢化率の地区ですが、高齢者の方々が地
域で楽しく生活ができるようにさまざまな活動を
企画しています。
　月に1度のサロンでは「健康で長生き」を目標に、
内容を工夫しながら取り組んでいます。

　また、顔見知りが増えるこ
とで、日頃からお互いを気に
かけあうという効果もあるの
で、もっと地域に広がるよう
活動していきます。

　奈良県共同募金会 五條支会は、地域の福祉活動が進展することを目的に、さまざまな分野において柔軟で多
様な活動を行う団体を支援するため、下記のとおり助成をおこないます。

　認知症や閉じこもりの予防、地域での仲間づくりを
目的に、高齢者を対象として頭の健康教室を開催し、
学習（読み書き・計算）やレクリエーションをしてい
ます。また、活動を行うサポーターも育成しています。

申込・問合先 社会福祉法人　奈良県共同募金会五條支会
〒637 ｰ 0043　五條市新町３丁目３-２　福祉センター内　TEL 24 ｰ 4152　FAX 24 ｰ 4153

五條脳トレ会

受 付 期 間 平成２６年６月２日（月）　～　平成２６年６月３０日（月）

対 象 事 業

平成２６年度に五條市内で実施する事業で、健康づくり、子育て、教育、まちづくり、防災、防
犯等の先駆的・開拓的な活動、ならびに住民参加の福祉のまちづくりにつながる活動であること。
※対象外事業　地区社協等の活動で社協補助金対象事業
　　　　　　　営利を目的とした事業

助 成 金 額 事業にかかる経費の5分の４以内で10万円を限度とする。

応 募 方 法 所定の助成申請用紙に必要事項を記入のうえご提出下さい。助成申請用紙は、下記事務局へご請
求いただくか、ホームページから入手可能です。

助成の決定 共同募金会配分委員会で審査のうえ、決定します。
（申請した方すべてが助成を受けられる訳ではありませんのでご了承下さい）

地区社協紹介
あなたのそばで活躍する地区社協を紹介します!!

～ vol.5 ～

昨年の助成先を
紹介します
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ご寄付いただき ありがとうございました

五條市福祉基金 五條市善意銀行
　いただいた寄付金を基金に積み立て、その利息を
社協が行う地域福祉事業の財源とします。

　平成25年度の実績：564,150円

　いただいた金銭や物品をお預かりし、福祉のため
に有効に活用します。
平成25年度の実績：520,446円（指定預託、善意の募金を除く）

「地域福祉事業のため」に使いました 「子ども達のため」等に使いました

社協広報紙の
発行

福祉体験学習の
開催

ふれあい相談所
の運営

市内小学校へ
図書を寄贈

嚶鳴学院へ
文具を寄贈

五条駅へ
置き傘を寄贈

　寄付は、「誰かのために」と思う支えあいの気持ちを届けるものです。「五條のまちに貢献した
い」「誰かの役に立ちたい」という思いを寄付という形に変えて届けてみませんか。
　社協ではそのような思いを支えるため、下記の寄付事業を行っています。

寄付には税の優遇措置があります

社協ではいつでも
寄付の受付や相談を行っています

　社協など社会福祉法人へ寄付した場合は所
得金額から所得控除額を差し引きし、税額を
計算することができます。

■税額＝（所得金額-所得控除額）×税率
■所得控除額＝寄付金額-2千円

　詳しくは社協へ
お問合せください。

【本所：新町3-3-2】 【支所：西吉野町城戸122】

（敬称略）	 平成２６年１月１６日～平成２６年５月１５日	（単位：円）

善意銀行
金　額 氏　名 住　所 摘　要
2,106 五條市介護保険事業所協議会 地域福祉のために

30,000 生蓮寺世話人会和讃講 初地蔵チャリティー
バザー売上金二見7丁目4ｰ7

10,000 ＪＡならけん北宇智支店　女性部 地域福祉のために住川町655

3,325,321 五條市自治連合会 平成25年度「善意の
募金」任意預託募金

50,000 犬飼ご詠歌講 犬飼町124転法輪寺内 寒行托鉢
30,000 髙 橋 正 夫 西吉野町茄子原 地域福祉のために

5,000 五條市地区婦人会連絡協議会 マスコット人形の売
上金の一部

1,796 匿 名 地域福祉のために
53,000 生蓮寺大師講 二見7丁目4ｰ7 地域福祉のために
40,000 ㈱平和技建 田園3丁目23ｰ7 地域福祉のために

福祉基金
金　額 氏　名 住　所 摘　要

6,876 五條市切手販売協会 五條市切手販売協会解散
における協会費残金

2,821 吉野ストア㈱五條店お客様 古紙回収収益金野原西6ｰ3ｰ18

福祉基金…積み立てられた預金の利子を地域福祉の向上の活動資金として役立てます。
善意銀行…皆さんの善意を災害見舞金など市民の福祉向上に役立てます。

寄付Q＆A
Ｑ１　寄付はいくらしないといけないのですか？
Ａ１　金額の多少は関係ありません。寄付をしようという気持ちが大切です。
Ｑ２　寄付はどうして必要なのですか？ 
Ａ２　福祉・教育団体の活動に共感し、お金やモノで活動を支えることで社会を良くする仕

組みが寄付活動です。
Ｑ３　寄付をするにはどのような方法がありますか？ 
Ａ３　お金を直接渡す以外にも、インターネットでの寄付や寄付付商品の購入などさまざま

な方法があります。
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ふれあいネットワーク

発行／社会福祉法人五條市社会福祉協議会
〒637-0043　奈良県五條市新町3丁目3-2

TEL 0747-24-4152
FAX 0747-24-4153

ふれあいネットワーク

五條市社会福祉協議会

http://www.shakyo.or.jp/hp/1250/

社協の新しい仲間を
紹介します！！

平成26年度「五條市社協会員」募集中

◆個人会員	 ５００円（年額一口）

◆賛助会員	 ５, ０００円（年額一口）

　社協では「住民みんなの助け合い」という考えのも

と、地域福祉活動の財源のひとつとして、「住民会員

制度」を設けています。社協活動に賛同してくださる

方のご理解とご協力をお願いいたします。

※自治会加入世帯につきましては、毎年自治会を通じ

て個人会員にご加入をいただいております。

　家族のこと、子育てのこと、介護のこと
近所とのトラブル、行政に関すること、人
権に関することなど、どんなことでも気
軽にご相談ください。
　個人情報は厳守し、さまざまな分野の
相談員がお悩み解決のお手伝いをします。

ひとりで悩まずお気軽に
無料

ふれあい

相　談

【面接相談】　福祉センター（新町3丁目３－２）
　 実　　 施　　 日　 　 相　　 談　　 員　

月〜金曜日 9時〜17時 相談コーディネーター

火 曜 日 13時〜16時 家 事・民 事 相 談 員
※要予約

水 曜 日 13時〜16時 行 政 相 談 委 員

木 曜 日 13時〜16時 人 権 擁 護 委 員

金 曜 日 13時〜16時 民 生 児 童 委 員

【電話相談】　☎24 ｰ 2200（五條本所）

☎33 ｰ 0294（西吉野・大塔支所）
■受付日時　９：００～１７：００(月曜～金曜)
　　　　　　※17時以降と休館日は、留守番電話

こんなことで困っていませんか？

地域福祉の情報は
ホームページでもご覧いただけます。

社協の新しい仲間を
紹介します！！

名前：石村　一路（いしむら　いちろ）

所属：地域福祉係

　4月1日よりボランティアや
共同募金等を担当している石村
です。
　人との出会いに感謝し、一人
ひとりの住民の声に耳を傾け、
寄り添える支援を目標に、住民
の皆さまと一緒に地域の課題に
取り組んでいきます。
　学生時代にサッカーで鍛えた
この身体で町中を奔走しなが
ら、自分の目で見て、感じて、
考えるワーカーを目指しますの
で、見かけたらぜひ声をかけて
下さいね！！

私の社協ワーカー宣言

エコキャップ収集

【集めることが福祉の心を育む第一歩】
　収集ボランティアにはそれぞれ目的がありますが、
それだけではなく、エコキャップを集める過程が大切
であり、何に役立つのかに関心を持つことで福祉への
一歩につながります。
～ありがとうございました～
　集まったエコキャップは換金され、ワクチンとして
発展途上国の子どもたちに届けられます。

～集めることの目的を
　　　　みんなで考えよう～

集めたキャップは社協までお持ちください。
今後ともご協力をよろしくお願いします。

平成25年度

　収集個数　　245,600個

　ワクチン換算　285名分
※キャップ約860個でワクチン

　１人分になります。

キャップ回収

▼

再資源業者へ売却

▼

ワクチン購入

▼

発展途上国へ

地球の環境を守る
ことができるん
だぁ

発展途上国の子ども
たちにワクチンが届
けられるよ


